
日本語母語話者による名詞の敬語化

一 男性 ･女性の比較か ら -

宮凹 剛章

1.はじめに

敬語は学習者にとって滋も習得困難な項目の 1つであることは誰 しも認めるところ

であろう｡それ故に研究の対象ともされてきたが､敬語というと､｢おっしゃる｣など

の動詞が'Flf･ら注目されてきたように思われる｡ 一方で動詞以外の品詞､例えば､名詞

の敬謡 (以 下､敬語名詞と称する)に関して日本語教育学の見地から研究されたもの

は少ない｡形態的観点に限れば､一般に名詞を敬言糾ヒするには､和語なら接頭辞 ｢お｣

を､漢語なら ｢ご｣を語頭に付加するだけでよく､動詞の逆用に必要な活用や接続ま

で考慮に入れる必要がない点では習得が容易である｡そのような意味では､日本語学

習者に対する敬語教育の 一一環として､名詞の敬語化をもっと推奨 してもよいように思

われる｡ しかしどの名詞に ｢お｣または ｢ご｣が付くのかについて､未だ明らかにな

っていない部分があり､日本語教師もその説明にしばしば窮することがある｡それを

解明する試みとして､これまでに柴til(1957)､F]川1(1972)､角は (1990)などの

先行研究が挙げられるが､研究が古く､また調査対象 .調企)JJ法が Fl本譜教育に合わ

せたものではない｡また最近の日本語教育の見地から､西限 (2004)が敬語の接頭辞

｢お｣ と ｢ご｣について報告しているが､記述も不1･分で根拠がない｡

本稿では､若年層の日本語母語話者 1)を対象に､日本語能力試験の 1級までの出題

範l卿こ含まれる名詞について､どれに敬語の接頭辞 ｢お｣または ｢ご｣が付くのか､

宮田 (2005)の手法を麟興しつつ､名詞-の付着度を男女別に算Hiする｡またその付

着度の要因が何かを対数線形モデル2)を用いて明らかにしていく｡

2.調査 ･分析方法

2.1.調査方法

調査協力者は 20代から30代までの日本語母語話者 45銘(男牲 18名､女性 27名)

で､調査時期は 2004年 2月～5JJである｡国際交流盛金 (2002)から出版されてい

る 『日本語能力試験出題避準 改訂版』から､日本語能力試験 1級の出題範囲に入る

計 6656項目の名詞 (多義語もカウン ト､共なり語数は 5574)を濃に､アンケー ト調

義,itlifを作成 した3)｡名詞を1-寧に言うときに､もし名詞の前に ｢お｣または rご｣(ま
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たは､それ以外の敬語の接頭辞)を付けるとしたら､どちらがrl然か (または､何も

付けない方が自然か)を判定するよう指示した｡回答方式は､調査協力者の要望に合

わせて､Excelファイルに入力していくタイプ､もしくは紙に記入していくタイプの

2つを用意したが､内容に違いはない｡表1に実際に用いたアンケー トの凡例を､表

2にアンケー ト項目の一部を示す｡

表1 調査票 :凡例

以下に示した名詞を丁寧に言うときに､もし名詞の前に ｢お｣または ｢ご｣を付けるとしたら､どちらが自

然ですか｡その判定をしてください｡判定の仕方は以下の通りです｡

(1)名詞の前に付けたとも 恥｣だナが自然だと感じられるものがある場合､o(晦｣のオー)を入力｡

(2)名詞の前に付けたとき､ ピ｣だけが自然だと感じられるものがある塩魚 g(rrJのジー)を入力｡

(3)名詞の前に付けたとき､ ｢お｣と rご｣が両方自然だと感じられるものがある酪合､og(rお ･ご｣
のオージー)を入力｡

(4)名詞の前に付けたとき､ ｢お｣も ｢ご｣も自然ではない(むしろ何もつけない方が自然だ)と感じられ

る場合､n (rなし｣のエヌ)を入力｡

(5)名詞の前に付けたとき､ ｢お｣と ｢ご｣以外の接頭辞 (｢おほ｣､ ｢み｣､ ｢おはみ｣､ rおみ｣､

rおほん｣､ rおん｣､ ｢ぎょ｣)が自然だと感じられるものがある場合､その接頭辞をそのまま入力｡

(6)名詞の前に付けたとき､迷って判定した場合､m(r迷い｣のエム)を0､g､nまたはその他の接頭
辞の前に添える｡

(7)いくら考えてもどうしても判定が分からない場合､W(｢わからない｣のダブリュ-)を入力｡

(8)その他､'何か気が付いた点があった歩合､そのコメントを入力｡

以上､入力するのは基本的に記号で､0,ど,n,m,W､必要なら直接の記述です｡判定欄に入力してください｡
以下に入力例を挙げます｡

入力例1)｢『お』しか付かない !『ご』はおかしい !』という判定の敏合､入力はo(｢お｣)で｡

入力例2) r恥』はおかしい!『ご』は付くかも?｣という判定の場合､入力はmg(迷った ｢ご｣)で｡

入力例3) ｢Fお』を付けるのは自然だけど､ 『ご』は付くかも?｣という判定の場合､入力はomg(｢お｣

と迷った ｢ご｣)で｡

入力例4)r田朝は付くかも?でも､『ご』l潮 こ付く!｣という判定の毅乱 入力はm喝 (r迷った rお｣とrごJ)
で.
入力例5) r陶 もFこ』も付くかも?｣という判定の鎗 入力はmomg(迷った r知 と迷った rごJ)で.

入力例6) r何もつけない方が自然?｣という判定の番合､入力はnn(迷った rなし｣)で｡

入力例7) 『お』や 『ご』を前に付けると､リストに挙がっている単潜に番かれていないが､後ろに 『さん』

や Fさま』などの接尾辞が-緒に必要になってくる歩合､〇十さん (rお｣と rさん｣)やg+さま (rご｣

と ｢さま｣)などと番いて ｢さん｣や ｢さま｣を入力してください｡

意味･用例が挙げてあります｡また同級同音異義語 (表記も読み方も同じだけど､意味が違う単諏)に関し

てはセルに色づけしてあります｡異投同音異義語 (読み方が同じだけど､表記と意味が適う単語)には色づ

けしてありません｡ ｢お｣または ｢ご｣が名詞の前に付きそうなとき､または､判定に迷ったとき､または､

同綴同音典故簿および呉線同音典故語を回答するときは特に気をつけて判定してください｡語数が多いの

で､焦らず入力を｡質問等ありましたら､Eメール､または携帯砲話で｡

(筆者の所属､連絡先)

(以下､調査項目)
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表2 調査票 :調査項目の一部4)

番号 名詞(読み方) 意味.用例

判定1 愛(あい) rいつくしみ､いと
おしみ｣●●● ■■●

■■■ ■●●6656 ワンピース r婦人.子供用の版で､身頃とスカ

ートが-続きになったもの｣本稿のアンケー ト調査は項目数が多く､信頼性

の低下が予想された｡それを軽減するために､一度に大量に答えるのではなく､空い

た時間で少しずつ回答し､回答が無理な場合は回答を断念しても構わないことを強調

した｡また､調査協力者がアンケートを完答した場合､謝礼 (2000円相当の図書券あるいは現金

)を進呈した｡2.2.分析方法分析方法として､どのような言語的要因が 『お』

･『ご』の付着に影響するのか､または付着しにくくしているのかを探っていく｡ 本

稿で出現した回答様式はクロス集計した結果､34形式であった｡紙面の都合上と日本

語教育的観点から､本稿では回答様式は ｢『お』がつく｣､｢『ご』がつく｣､｢何もつか

ない｣､の3つに絞り､クロス表および対数線形モデルを用い

て分析を進める｡3.毛黒と考察3.1. 1

要国毎に見た付着度および非付着度この節では､｢お｣および ｢ご｣の付着にどのよ

うな要因が影響をしているのかを探る｡ここではクロス表を用いながら頻度および割

合を算出し､男女別に傾向を分析していく｡クロス表の一辺を｢『お』が付く｣､｢『ご』が付

く｣､｢何も付かない｣にする｡前者2つが付着度を､後者が非付着度を表す｡また

もう一辺に柴田 (1957)と田中(1972)でも取り上げられた言語内的要因で､播種

(和語･漢語･外来語･湯桶読み ･和語+外来語･重箱読み･外来語+和語･外来語+漢

語､漢語+和語+漢語)､拍数 (1-9拍)､音韻的要因 (｢お｣ で始まる語､｢ご｣で

始まる語)､形態的動作性の有無を用いる5)｡表3-6にある黒いセルにより､分析

する上で注目するべき箇所を示す｡表3に男女における語種と ｢お｣･｢ご｣の付着度

および接頭辞の非付着度を示す｡従来｢お｣が和語に､｢ご｣が漢語に付き､外来語には

接頭辞が付きにくいとされており､表3でもその



表3 語種と rお｣･｢ご｣の付着度､および接頭辞の非付着度
男 性

栢穂 rお｣ ーご｣ 何も
付かない付かず 付く 合計 付かず 付く 合計

付かず それ以外 合計軸路 21956 8104 30060 28527 1533 30
060 20302 9758 3006073.0 27-0 100.0 94

.9 5.1 100.0 67.5 32.5 100.0摂諮 66719 8125 748
44 55700 19144 74844 50308 24536 7484489.1 10.9 100.0 74.4 コ{).G loo.0 67.2 32.8 100.0

外来3番 11219 loos 12222 11615 607 12222
10537 1685 1222291.8 8.2 100.0 95.0

ら.0 100.0 86.2 13.8 loo.0取柄 988 254 124
2 1097 145 1242 875 3

67 124279.5 ･lOL5 loo.0 88.3 ll.7 100.0

70.5 29.5 100.0軸外 15 3 18 15 3 18
14 4 1883.3 16.7 100.0 83.3 If;.I 100.0 77.8 22.2 100.0

韮箱 957 321 1278 1103 175 1278 825 453 1
21874.9 100.0 86.3 )

:i.I 100.0 64.6 35.4 100.0外和 31 5 3
6 32 4 36 29 7 3686.1 l3.9 100.0 88.9 ll.I 100.0 80.6 19.4 100

.0外房 34 2 36 36 0 36 33 3 3694.4 5.6 100.0

loo.0 0.0 100.0 ) 8.3 loo.0漢和湊 17 19 3
6 32 4 36 15 21 36

47.2 =-).1.S 100.0 88.9 I-

loo.0 41.7 58.3 100.0合計 101936 17836 119772
98157 2)615 119772 82938 36834 11977285

.1 14.9 l00.0 82.0 18.0 loo.0 69.2 30.8 100.0女 性

諸種 ーおJ ーごj 何も付かない付かず 付く 合計 付かず

付く 合計 付かず それ以外 合al和籍 36356 8734 45090 4
4703 387 45090 35144 9946 4509080.6 LLJEi 100.0 99.1 0.9 100.0 77.9 22.1 1

00.0瑛括 108202 4064 112266 94819 17447 1122
66 88629 23637 112266

96.4 3.6 loo.0 84.5 loo.0 78.9 21.I 100.

0外来誇 17996 337 18333 18151 182 )8333
17697 636 1833398.2 1.8 100.0 99.0 1.0 100.0 ljI3.5 3.5 100

.0由抽 1626 237 1863 1792 71 1863 1537
326 186387.3 1.i.7 100

.0 96.2 3.8 loo.0 82.6 17.5 100.0軸外 25
2 27 27 0 27 25 2 27

92.6 7.4 loo.0 100.0 0.0 100.0 {L).-)-6

7.4 100.0皿範 1572 345 1917 1854 63 1917 1488 429
191782.0 lS.0 100.0 96.7 3.3 100.0 77

.6 22.4 loo.0外和 54 0 84 54 0 54
84 0 54100.0 0.0 100.0 100.0

0.0 100.0 州7.0 0.0 100.0外萌 54 0 54 53 I 54 53 1 54100.0 0.0 100.0 98.1 1.9 100.0 i)5.i

I.9 100.0漢和湊 26 28 54 53 1 54
25 29 5448.1 {)1.9 100.0 98.1



表4 拍数と rお｣･rご｣の付着度､および接頭辞の非付着度

労 性

胡散 け rお) ーごJ 何
も付かないl 付かず 付く 介針 付かず 付く .分針

付かす それ以外 合計1胡 1792 152 1944 1929
15 1944 1648 296 194492.2 7.8 100.0

99.2 0.8 100.0 84.8 15.2 100.02抽 15584 3838 19422 18114 1308 19422 14090 5332 194
2280.2 - l!).8 100.0 93.3 6.7 100.0 72.5 27

.5 loo.03抽 34788 7404 42192 34581 7611 42
192 28552 13640 4219282.5 17.5 100.0 82.0 1

8.0 )00.0 67.7 32.3 loo.0舶̂ 44080 5726 49806 37480 12326 49806 33350 16456 4
980688.5 ll:) 100.0 75,3 ･14LT loo.0 67.

0 33.0 100.05納 3350 538 3888 3653
235 3888 3103 785 388886.2 1:3.8. loo.0 94.0 6.0 loo.0 79.8 20.2

loo.06舶 1349 127 1476 1397 79 1476 1
262 214 147691.4 8.6 100.0

94.6 5.4 loo.0 85.5 14.5 loo.07抽 329 13 342 321 21 342
30I 41 34296.2 3.8 loo,0 93.9 6,I

loo.0 88.0 12,0 100.08拍 122 4 126 123 3 126
116 lO 12696.8 3.2 100.0 97.6 2.4 100.0

7.9 100.09拍 51 3 54 54 0 54 49 5 54
94.4 5.6 100.0 loo.0 0.0 loo.0 90

.丁 9.3 100.0合計 101445 17805 119250 9765
2 21598 119250 82471 36779 11925085.1 14.9 100.0 81.9 18.i 100.0 69.2 30.8 100.0

女 性f rお｣ ｢ご｣ 何も付かない付かず 付く 合計 付かず 付く n

Lat 付かず それ以外 合計1拍 2787 129 2916 2913
3 2916 2739 177 291695.6 4.4 100.0 99.9 0.

1 100.0 i):Lr: 6.1 loo.02拍 25259 3874 29133 28429 704 29133 24007 5126 291
3386.7 I:i.3 loo.0 97.6 2.4 loo.0 82.

4 17.6 loo.03頼 56962 6326 63288 573
04 5984 63288 50174 13114 6328890.0 lt).0 loo.0 90.5 9.5 loo.0 79

.3 20.7 lDD.0JI拍 71768 2941 74709 63356 11353 74709 58797 15912 7
470996.1 3.9 100.0 84.8 15..i loo.0 78

.7 21.3 100.05納 5436 3
96 5832 5755 77 5832 5294 538 583293.2

6.8 100.0 98.7 1.3 100.0 5)0.6● 9.2 100.06頼 2144 70 2214 2193 21 2214 2107 107 2214
96.8 3.2 100.0 99.I 0.9 100.0■ i)

5.i 4.8 100.07 512 1 513 508
5 513 502 ll 51399.8 0.2 】00.0 99.0 1.0 100.0 !37.9

2.1 loo.08拍 189 0 189 188 l 1
89 186 3 189loo.0 0.0 loo.0 99.5 0.5 100.0 ･ !)5- I.6 100

.09納 81 0 81 81 0 81 8l
0 81



粕で､女性の場合は1柏と6-9拍となっている (プラットホーム､インターナショ

ナル､など)｡柴田のいう ｢長い語には (｢お｣が)つきにくい｣ という傾向だけでな

く､さらに一般化して ｢語が短すぎても長すぎても敬語の接頭辞がつきにくい｣とい

う候向が確認された｡

表5に男女における語頭の音韻的要因と ｢お｣･｢ご｣の付着度および接頭辞の非付

着度を示す｡

表5 語頭の音韻的要田と ｢お｣イ ご｣の付着度､および接頭辞の非付着度
労 使

昔帥 卵 l rお｣ 音租的要田 rご｣付かす 付く 合計

付かす 付く 合計糊 が rお｣以外の防 99675 17685 117360 辞頚が rご｣以外の辞 97654 21588 11914284.分

M■ 100.0 81.9 loo.0榊 が ーお｣で始まる砧 2296 152 2448 楯 が rごJで始まる辞 635 31

66693.8 6.2 100.0 95.3 4.7 100.0合計 101971 17837 119808 合計 88189
21619 11980885.1 14.9 100.0 82.0 18

.0 100.0女 性音現的P!困 ｢お｣ 音政的要田 ｢ごJ付かず 付く 合計 付かす

付く 合計訪朝が ーお｣以外の跨 162388 13652 176040 持戒が rご｣以外の防 160568 18145 17871392.2 100.0 89.8 lOLZ

100.0持額が rお｣で始まる防 3576 96 3672 諏頭が rごJで始まる防 991 8 99997.4 2.6 10

0.0 99.2 0.8 100.0合計 165964 13748
179712 合計 161859 18153 17971292.

3 7.7 100.0 89.9 10.1 loo.0柴田 (1

957:44)は､｢お｣で始まる語には接頭辞の ｢お｣が付きにくい (逆を言えば､

｢お｣以外で始まる語は付きやすい)としている｡本稿では､｢ご｣以外で始まる語には接頭辞の｢ご｣が付きやすいとい

う仮説も立て､｢お｣の場合と同時に検証した｡その結果､男女ともに ｢お｣以外 (およ

び ｢ご｣以外)で始まる語には､｢お｣(および ｢ご｣)で始まる語よりも ｢お｣

(および ｢ご｣)が付きやすいことが分かった (例外としては､教え､覚えなど)｡

表6に男女の形態的動作性と ｢お｣･｢ご｣の付着度､および接頭辞の非付着度を

示す｡田中 (1972)は新聞の語褒調査から､動作性名詞に ｢お｣または ｢ご｣が

付きやすいとしているが､本稿では形態的動作性という視点から､｢お｣および ｢

ご｣の付着度を算出した｡その結果､男女



表6 形態的動作性と ｢お｣･｢ご｣の付着度､および接頭辞の非付着度
刀 性

動作性の市無 rお｣ rごJ 何も付かない付かず l 付く 合計 付かず 付く 合計

付かす- それ以外 合計なし 71638 11504 83142 72359 10783 8
3142 61818 21327 8314286.2 13.8 100.0 87

.0 13.0 100.0 丁.i-:i 25.7 loo.0あり 30333 6333 3
6666 26830 10836 36666 21163 15813 3666682.7 17-二王 loo.0 70.4 =,!)_i; loo.0 67.7 42.3 100.0

合計 101971 17837 119808 98189 21619 119808 8
2968 36840 11980885.I 14.9 100.0 82.0 18.0 100.0

69.3 30.7 100.0女 性動作性の前索 rお｣ ーごJ 何も付かない付かず

付く 合計 付かず 付く 合計 付かず それ以外 合計なし 115904 8809 124713 117026 1681 124713 106389 18
324 12471392.9 7.1 100.0 93.8 6.2 100.0

14.7 100.0あり 50060 4939 54999 44633 10466 54999
38316 16683 5499991.0 ～).I) loo.0 81.0

LlJll loo.0 69.7 30.3 loo.0合計 165964 13748 179712 161559 18153
179712 144705 35007 17971292.3 7.7 100.0 89.9 10.1 100.0 80.5

19.8 loo.0表3-6を通して､男性は女性よりも､｢お｣および

｢ご｣の接頭辞を多く付け､女性は男性よりも､接頭辞を付けないほうが自然だとする

回答が多い傾向にあることが分かった｡一般に､女性は敬語を頻繁に使用するとい

われているが､ここでは男性は｢お｣および ｢ご｣ を付ける許容範囲が広く､女性は ｢お｣･｢ご｣を付ける

範関を限定している､という結果となった｡この章では､

アンケー ト形式により若年層日本語母語話者の内省による判断を集計しているため､実際の

使用とは異なるかもしれない｡また一般に女性は言語に対する規範意織が高いとされ

ることを踏まえると､女性は｢お｣･｢ご｣を付けられる名詞を厳選し､その上

で男性よりも頻繁に敬語を使用していると考えられる｡3.2.複数の要因が付着度およ

び非付着度に与える影響3.1.では､1要

因毎に ｢お｣および ｢ご｣の付着度を分析したが､そこでは注目している要因以外はセルの頻度を合算しているため､大まかな目安にはなるものの､厳

密性に欠け



ln(也bcd)=FL+aa+Pb+Yc+Sd+Ce+(ap)ab+(ar)ac+(α6)ad+(ac)ae+(Py)bc+(Pa)bd

+(pc)be+(716)od+(7g)ce+(66)de+(ap7babc+(aPa)abd+(ape)abe+(α頑acd+(α頑ace

+(a68)ade+(P71bbd+(P頑bep+(Pee)bde+(71SE)cde+(aP718abcd+(apdabce+(ap由abde

+(α頑 acde+(β畑 bcde+(鵬 abcde

●p:全平均効果
●ch:｢お｣(または rご｣)の付弟 ･不付着 (a-1,2)

cLl:r『お』(または 『ご』)が付く｣カテゴリーの主効果

cL2:｢『お』(または 『ご』)が付かない｣カテゴリーの主効果

●Bb:語種 (b-1,2,3,4)
61:和語のカテゴリーの主効果

82:漢語のカテゴリーの主効果

63:混種陪 (外来語で始まる混種語以外)のカテゴリーの主効果

84:外来語または外来語で始まる混種語のカテゴリーの主効兇

+yc:*& (C=1,2,3,4,5)

yl:1粕のカテゴリーの主効果

72:2柏のカテゴリーの主効果

T3:3柏のカテゴリーの主効果

Ⅵ :4粕のカテゴリーの主効果

Y5:5拍以上のカテゴリーの主効果
●8d:音韻的要因 (a-1,2)

81:r『お』(または 『ご』)以外で始まる｣カテゴリーの主効果

62:｢『お』(または 『ご』)で始まる｣カテゴリーの主効果

●ee:形態的動作性 (e-1,2)
el:｢形態的動作性を持つ｣カテゴリーの主効果

C2:｢形態的動作性を持たない｣カテゴリーの主効果

●(dさ)abなど括弧付きの項 :(cLaとBbの)交互作用

●mabcde:(a,b,C,a,e)の位置にあるセルの度数

hl(nabcde):Znahcdeの自然対数 (-loge(m ahcdJ)

対数線形モデルの左辺にある全平均効果および主効果の項は､いわばそれぞれの要

因が他の要因の彩管を受けず単独で持つ効果で､交互作用の項は､各要因間で発生す

る影響を数量化したものである｡交互作用を算出することで､どのような言語要因 (ま

たは言語要因の組み合わせ)が､どの程度 ｢お｣および ｢ご｣ の付着に影響を与えて

いるのかを把握することが可能になる｡

まず､飽和モデルよりもより少ない項で対数線形モデルが構築することが可能かど

うか､モデルの選択をしなければならない｡まず減少法(ステップ数 10､有意水準5%)

により飽和モデルの変数選択を行った｡その結果､｢お｣の付着に関するモデルで男性

は (uBYe)(By6e)(u86)(cL6e)､女性は (uBYe)(cLY6e)(By6e)､｢ご｣に関するモデ

ルで男性は (QBYe)(BY6)(86e)(Y6e)(cL6)､女性は(uBYe)(BY6e)(q6)となった｡
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折弧内の効果は､それだけでモデルの項が構築されているのではなく､そこから誘導

される全ての項もモデルの構成要素となっていることを意味する.例えば､(cl8Y)な

ら､α､6､Y､QB､By､cLY､CLByの項が誘導される｡●衣7-8に男女それぞれにおけ

る ｢お｣および ｢ご｣の付着に関する交互作川について､点推定と95%の区間推定を

示す｡区RiJ推定の具もい背景 (白抜き斜体文字)は項がプラスの効果を､また梨い背農

(白抜き非斜体文字)はマイナスの効果を示す｡プラスの効果とは､クロス表を構成

するセル内の度数 (つまり､モデル式でいうmabcde) を高める効果を示し､逆にマイ

ナスの効果とは低くする効朱を意味する6)｡閃みに､白い背景の区間推定については､

ゼロを跨いているため､プラスかマイナスかの方向性が分からない､つまりセルの度

数を高くするのか低くするのか分からないものである｡そのため､ここでは黒い背景

のある項を中心に解釈を進めていく｡

概観すると､プラスの効果だけでなく､マイナスの効果もいくつか見られ､それら

が有機的に ｢お｣および ｢ご｣の付着に関与しているのが分かる｡それゆえ､どれか

1つの交互作用を取って論じるより､むしろその複合的な効果を総括していくことで

表層化した現象を説明することが可能になる｡
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表7 ｢お｣および ｢ごJの付着に関わる交互作用の点推定および区間推宝 (男性の場合)7)

対棚 形モデルをfR成する項 rおJ ｢ご｣点推定 区間推定 点推
定 区間推定下限 上

限 下限 上(aβ) ll L.W:7 V.I D-.Oi7
aD-∫ ()-ll 0.yJ-(aβ)は 0.94 ･1.13 3.0

2 ().メ_9 0.5LLJ 1.1.,t(BB)u -9.51
･349.48 330.46 ∫.♂ノ i,.ll(Bγ)ll -0.02 ･1771.55 1771.52 ･2.60 -3206.35 3201.

14(OY)I, 0.01 -0.34 07 ･0.46 ･1.0
6 0.14(Bγ)t一 0..I.I; ∫ lJ.IJI 0.a

-5 mJ /).L<.,;(αγ)I. /).i,.-; ∫
Ia. 0.5J- 0.i)-I) iJJJエフ(aS)ll 3:''!

' LL) 〟 ∫..∫/, L>.()()(aE)" ),/)..) JC
/.().Ll) 0-占3 0.-'.I I..I->(BBγ),lI -0.98 ･1772.51 1770.55 -0.88 ･320

4.63 3202.86(BBγ)"2 0.25 ー0.17 0.66 -0.

06 ･0.76 0.65(αβγ)… ･0.13 -0.43 0.17 -0.37 -

0.83 0.08(¢βγ)… -i)_.lf; I(LTT -(1-日

･0-60 ･l.07 I().l3(ctβγ) Ill 0.02 ･1771.81 1

771.55 1.ll -3202.63 3204.86(Bβγ)lZ2

I)..i.{ヲ ),i,-- lj.;; 0.1.I 1.-")(OBγ) iZ, () .Jl,. (77 I)(,1.I /).)-,,

ZI)J) /)Lヾr(BBγ)I列 0.22 ･0.07

0.52 !7..1 0.3it ).lJJ(ABγ)Ill 0.00 0.00 0.00 ･0.14 ･1076

0.22 10759.94(αβγ)lJ2 ･l)丁(; ･t)I ･0.09 -1.06

0.88(Bβγ)u. ■ l ･l)5 ･056 ･lll

I(u1"(Bβγ) u. I().lILiZ ■ IJ Illv

Jl.(?(i ･OL-ト壬(ABS)Hl -1.66 ･3.64 0.31

(aβ8)t21 -1.05 ･3.12 I.01(aβ8)I.1 ll.ll ･328

.85 351.08(BOL)Ill 0.36 ･0.25 0.97

-0.64 ･1.38 0.10(BPL)はl -0.22 ･2

.32 1.88 -1.14 ･3.25 0.97(aBf)lil ･0.93 ･1.87 4.47X10ー3 -0.75

･1.72 0.23(ctγE)Ill 0.26 ･6531.15 6531.66

･0.07 ･4689.53 4689.39(aYE))7) ･0.04 ･1

.00 0.92 0.01 -1.20 1.22(aγE) lJl q

O.30 -0.92 0.32 巾.63 -1.31 0.04(¢γf)州 qO.13 巾.78 0.53 LOSri Ill.) ･l)lG

(obE)… ･t).LS7 ･l..1.i ･0.5Ll(BBγE)llll ･0.28 ･6611.55 6611.02 0.00

0.00 0.00(BPγE)llll -0.75 ･1.75 0

.26 ･0.42 -1.78 0.94(oBγE)llll 0.46 ･0.21

1.14 0.48 -0.34 I.31(dlBγE) l川 0.55

･0.16 1.27 105 0.)lIL ■〝(OBγf)I,‖ 0.02 -6531.38 6531.43 0.00 0.00 0.00

(aO



表8 rお｣および rご｣の付着に関わる交互作用の点推定および区間推定 (女性の場合)

対放浪形モデルを構成する項 lお｣ ｢ご｣点推定 Kr拝J推'jE 点推定 区間推定下限 上
下限 上取(aβ)" 310 i,.-)-9 :Jl,.)

-0.48 -1.43 0.47(αβ) lー 0.02 ･0.65
0.69 a.a-6 alJL< 1-03(aP)I. 3.SJ 3.:I() ･I
,:IS ILO-D- ()_L_iIL> i,,i>b.(Bγ),1 ･1.06 ･2057

.61 2055.48 ･5.83 -13765.39 13753.73(ctγ),. -0.94 ･2.39 0.50 ･.715 ･Jl.

-) ･ol(;(aγ),. ･0.54 ･1.91 0.84
0.04 ･0.40 0.48(αγ)川 ･0.28 ･1.34

0.79 0.24 ･0.21 0.68(α∂)ll ■弧
0.().6 1..I)i, i,.19 3-a-9(aL)‖ 0.39 -1.18 1.

97 0.40 ･0.65 1.45(αβγ)… ･2.93 ･2059.462053.89 ･11.51 -13623.50 1

3600.49(Bβγ) lは ･0.65 ･1.33 0.03 1.41 ･0.79 3.61(BB γ) … JtlⅠt ･1--)I) 0.86 ･0

.14 1.86(Bβγ) I.. Ll.ll ･1,(,J 0.ll ･0,91 1.14(αβ γ) lll 0.01 ･2056.512056.54 4.08-13755.48 137

63.64(BBγ)12, ■耶 ()().I) I,7] 316 ■■ ･;ノヾ(αβγ) 17) 0.46 -0.22 5 19(' J
I- ''I'0(¢βγ) I" 0.46 -0.25

).Ob. I-JL, i,,a-0(血BY) 1" ･0.21･2758.012757.89 1.76 ･60285.19 602

88.71(oβ γ) .泣 ･l.)I 1.18 ･1.20 3.5

6(BP γ) ... ■I) ー0.ll ･0.92 0.70(aPγ)IN ･1-;-)2 ･2,日 -o
-0.74 ･1.60 0.13(Bet)l" 0.24 ･1.01 1.49
0.22 ･1.25 1.68(αβ

f ) i" ･5.17 ･34.85 24.62 ･4.43 -18.06 9.20(aLh ) Ill Ill-;-)1 ･.I.I.i ･t)." -1.93 ･4.25

0.39(αγ古)… 3.00 -5.83 ll.83(

aγ8)lZ. i,.ILJ ().L.ill,; ](αγ古)I,I i

,i)1 〃卯 )(aγ8)州 ･ 1.

15 lJ.i,)(a T E) … 4.17 ･24708.97 24717.31

14.05 ･13734.13 13762.22(aYり )ll ･0.85 ･

16.26 14.56 2.07 -0.56 4.69(ayE) I

" I.80 ･0.20 3.81 0.40 -0.76 I.56(a y E) (.)

･0.72 一2.88 1.44 ･0.96 ･2.35 0.44(BbE)…

0.14 ･0.86 1.14(cLβγ E) "ll -1.47 ･37

94.03 3791.08 0.00 0.00 0.00(¢βγり ll" I.1,:" ･5.7.t) - ･3..lJ ･(;.:W ･O.os

(aβγE) ".l 0.98 -0.34 2 ･0.92 ･2.49 0.66

(4βγ E) l… i,.i,6 0_.,)-.,; :7-L-),- 1.01

･0.76 2.78(aβγE) Im 0.00 0.00 0.00 0.24 ･1

4421.39 14421.87(aβγ E) [7" 2.00 ･27.69 31.6

9 3.32 ･10.52 17.17(aβγE) [7" 5.37 ･24.32 35.06 4.57 ･

9.08 18.21(4βγE) t州 6.00 ･23.72 35.71 6.00 ･7.66 l9.66



そこで表7-8を基に､方向性のあった結果に弟目し､｢お｣の付弟に関する交互作

用について推定値を計算してみると､表9-10のようにまとめられる｡

表9 ｢おJの付着への影響 (男性と女性の場合)

-



衣 9を見ると､男女ともに ｢お｣ を付きにくくする交互作川の組み食わせは特に確

蕗されなかった｡概ね ｢お｣以外で始まり､かつ形態的動作性を持つほうが､そうで

ない場合よりも効果が高いことが分かる｡その条1!トドで語種を比較すると､男性につ

いては､2-4柵とも和言.'t(例 ｢芝居｣)に ｢お｣が付きやすいのが分かる｡女性につ

いては､2杓は漢語 (例 ｢薬子｣)に､3約は混種語 (例 ｢気持ち｣)に､4拍は和語

(例 ｢考え｣)に ｢お｣が付きやすいのが分かる｡また約数で比較すると､男他につい

ては､和語は3拍 (例 ｢住まい｣)に､漢語は2-3抑 (例 ｢宅｣)に､混種語は3拍

(例 ｢座敷｣)に ｢お｣が付きやすい｡女性については､和語は4拍 (例 ｢受け取り｣)

に､漢語は2拍 (例 ｢椀｣)に､混種語は4拍 (例 ｢坊さん｣)に ｢お｣が付きやすい｡

全体でみると､和語の効果が6-7ポイント､漢語の効果が約4ポイント､混種語の

効果が約2-5ポイントであることから､従来通り和語に ｢お｣が付きやすい傾向で

あるといえる｡性別で見ると､｢お｣以外で始まり形態的動作性のもと､男性は3粕の

和語 (例 ｢助け｣)に､女性は4拍の和語 (例 ｢人柄｣)に最も rお｣ が付きやすいと

いえる｡

次に ｢ご｣ の付着に関する交互作用について､表 10に推定値を示す｡表 10を見る

と､男女ともに ｢ご｣を付きにくくする交_tf_作用の組み合わせは女性の2拍の和語以

外は特に確謎されなかった｡概ね ｢ご｣以外で始まり､かつ形態的動作件を持つほう

が､そうでない場合よりも効果が高いことが分かる｡その条件下で語種を比較すると､

男性については､2-4約とも漢語 (例 ｢案内｣)と混種語 (例 ｢身分｣)に ｢ご｣が

付きやすいのが分かる｡女椎については､2-3拍は漢語 (例 ｢考慮｣)に､4拍は混

種語 (例 ｢両替J)に ｢ご｣が付きやすいのが分かる｡また拍数で比較すると､男性に

ついては､和語と漢語と混種語ともに3拍 (例 ｢入社｣)に ｢ご｣が付きやすい｡女性

については､和語と漢語は3-4拍 (例 ｢説得｣)に､混種語は4拍 (例 ｢職場｣)に

｢ご｣が付きやすい｡全体でみると､｢ご｣以外で始まり形態的動作性のもと､和語の

効果が大体3ポイント､漢語の効果が約4-5ポイント､混種語の効果が大体4ポイ

ントであることから､従来の傾向通り漢語に ｢ご｣が付きやすいといえる｡性別で見

ると､男性は3拍の漢語 (例 ｢披露｣)に､女性は4柏の混稀語 (例 ｢両替｣)に最も

｢ご｣が付きやすいといえる｡以上より､93女間には細かい差掛まあるものの､全体

での結果をおおよそ反映している｡
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表10 ｢ごJの付着への影曹 (男性と女性の場合)

4.おわりに



教育学的に有益な情報を提供し､また言語学的にも複数のカテゴリーを同時に分析し

ていくことができた｡しかし本稿では接頭辞 ｢お｣･｢ご｣の名詞-付着度を分析した

だけで､その付着した名詞の敬語機能については触れられていないが､実証研究を進

めていくことで傾向が見出されるのではないだろうか｡また､計算機の都合上､｢お｣･

｢ご｣の付着要因を言語内的要因に限り､言語外的要因 (性別､年齢､学歴､職業な

ど)との関わりについて本稿では言及していない｡今後の挽題として､敬語の接頭辞

が付着した名詞がどのような機能を持っているのか､また言語外的要因あるいは意味

分野の要因が ｢お｣･｢ご｣ の付着にどう影響するかについて調査を進めていきたい｡

付記

お忙しい中､忍耐強く調査にご協力くださった方々に心から御礼を申し上げる｡ま

た本稿を執筆するにあたり､数々の助言をくださった日本大学文理学部の荻野綱男氏

と南山大学数理情報学部の松田長一-氏とに御礼申し上げる｡

註

1)日本語を学習する留学生の世代が若い世代に多いことから､それと対照となる2

0-30代の日本語母語話者を対象に調査を行った｡調査協力者の抽出は有意抽出

法による｡回収率は93.45%である｡学生時代の専攻､および居住地を以下に示す｡

学生時代の呼攻 u K N 人放 割合 (%

)大串以上 人文科学 日本袴教育学 6

13.3日本諮学

9 20.0日本

文学 13 28.9外国拓学 .外国文学 4

8.9文化 2 4.4

自然科学 自然

地理学 1 2.2

点字 2 4

.4生物学 1

2.2化学 2

4.4栄養学

1 2.2社

会科学 法学 1 2.2布革 3 6.

7合計 45 100

羽衣時における嗣査協力者の居住地 ^& 割合 (%)

関東地方 東京
23 51.I

神奈川 6 1

3.3中部 .東輯地方
愛知 3 6.7岐阜 I 2.2

三正 2 4.4

静



また敬語に大きく関わる要因として性差があるが､男女それぞれ分析した結果､大

きな差が見られなかったことから合算して分析を行った｡

2)対数線形モデルとは､クロス表を構成する各セルの度数の対数倍がいくつかの要

因効果 (全平均効果､主効果､および主効果の組み合わせによって起こる交互作用)

に分解されると仮定したモデルである｡カイ二乗検定だけでは対応が困難である多

次元のクロス表に､どのセルがどのような安閑で恵んでいるのかを知るために有効

な分析法とされている｡

3)日本語学習者の日本語運用能力を測るための代表的な試験が､日本語能力試験で

ある｡本研究で日本語能力試験の語虫を選んだのは､日本語学の日本語教育学-の

応用を視野に入れた研究であるためである｡その語垂の1級レベルとなれば ｢社会

生活をする上で必要な総合的な日本語能力｣の範境になり､日本語母語話者が使う

語免をほぼ最大公約数的に網羅していることを意味する｡そのため､どのレベルの

日本語学習者も敬語名詞の結果を参考にすることが可能となる｡

調査項目作成時に留意した問題点として､日本語能力試験 1級出題遁準の語虫から

どの語を選択するかということと､選択された語の意味 ･用例をどのように記述す

るのかという点がある｡まず以下の手順で日本語能力試験 1級語免を節にかけた :

(1)『日本国語大辞典 第二版』の定める品詞分類に従った結果､名詞以外の品詞

しかない語を除外 (形容動詞と名詞の区別に関する論議があるが､とにかく41詞と

定められているものは全て項目として含めた)､(2)日本語能力試験出題基準にあ

る語褒リストの中に､既に ｢お｣および ｢ご｣が付いている語を除外 (例 :おかあ

さん､お陰､ご飯､ご無沙汰など)､(3)名詞でも､方言､古語､専門語でしか使

われないと思われる一般的でない語を除外 (例 :君 (｢天皇｣の意)､にわか (｢にわ

か狂言｣ の意)など)､(4)現代共通語の名詞でも､単独では存在できず､専ら複

合語でしか存在できない語を除外 (例 :負 (うお)､任 (じゆう)など)｡このよう

な過程を経て5574語を採用した｡

意味 ･用例の作成は 『日本国語大辞典 第2版』､『広辞苑 第5版』､『大辞林 第

2版』､『大辞泉 第1版』､『日本語大辞典』を参考にした｡しかし､それでもなお

多義語の意味項目の採用について､辞書によって記述がばらつくものや一般的であ

るかどうかの判断が 微妙であるものがあった｡そこでまず日本文学､日本語学､

日本語教育を専攻する者ら数名に確認し､汎用性が高いと思われる現代共通語の意

味を採用した｡判定者が日本語に比較的精通している者であるため､さらに専門外

の日本語母語話者数名を対象にした予備調査により意味 ･用例になじみのないと判
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断されたものに関しては削除したoこのような過程を経て､計 6656項目が調査の

対象となった｡

4)項目は､ほぼあいうえお順に提示した｡

5)｢語種｣については､久松潜 一一(監)(1982)の凡例に従って和語と漢語 ･外来語

とに分けた｡金田一｡ほか (編姓責任)(1988:422)にある淡語の定点の 1つとして､

外日射吾の音訳を除いた全ての字音語 (特に漢音と呉音と府宋音で読む語)を便宜上

淡言行とする｡外来語削ま中国起縦の語以外の倍川語で､施本的に作語だが､焚語等も

含めた｡例えば､｢返事｣は字音語であり､和製なので淡言別こし､｢歌留多｣と ｢禅｣

はニケ:音譜であるが､元々それぞれがポル トガルij-.行と焚譜なので､外来語とした｡

形態的動作他とは､形態的に動詞から派生した名詞であることで､和語動詞の連

用形とサ変動詞の語幹を指す｡田中 (1972)が､｢お｣および r=.｣が付着する語

に､動作牲名詞 (和語動詞の転生名詞､あるいはサ変語幹として用いられる漢語名

詞)が最も多く現れると報'告･している｡しかし本稿では動作性を田中よりも広い定

義として捉える｡和語動詞の辿川形でも複合語の後部構成要素になっている語 (｢雨

降り｣､｢後回し｣など)やサ変動詞語幹でも漢語に限らず他の語種も ｢する｣が後

続するもの (｢アップ｣､｢アプローチ｣ など)も､形態的動作性として含めた｡｢す

る｣が名詞に後続するかどうかについては､松村 明 (監)(1995)および松村 明

ほか (編)(1995)を参考にした｡

6)正確に言えば､効果がプラスに働くと､左辺の loge(mabcde)が大きくなり､マ

イナスに働くと小さくなる｡対数の底は､e(-2.718…)なので､mabdeに対して

単調増加関数である｡つまり､｢効果がプラス (またはマイナス)-loge(mahcde)

が増加 (または減少)→mabcdeが増加 (または減少)｣が成り立つ｡

7)(uB)14や (QBY)115など､各主効果の末尾のカテゴリーが含まれる交互作用につ

いては､計界の便宜上ゼロにパラメータ設定されているため､衣8では割愛してい

る｡ゼロに設定された項については､衣9の結果を解釈する上での基準となる｡
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